
＜⾮連続イノベーションのポイント＞

原⽥ ⾹奈⼦

2001年 東京⼤学⼤学院博⼠前期課程修了
2001〜2004年 株式会社⽇⽴製作所
2005〜2007年 (財)医療機器センター流動研究員
2007年 早稲⽥⼤学⼤学院博⼠後期課程修了 博⼠（⼯学）
2007〜2010年 イタリア聖アンナ⼤学院⼤学博⼠研究員
2010〜2012年 東京⼤学⼤学院 特任助教
2012年〜 東京⼤学⼤学院 特任講師

プロフィール
⼤学・企業・病院・海外での研究経験を有し，医療機器審査
や標準化にも携わるという稀有なキャリアを持つ．⼯作機械
やロボットの国際共同研究プロジェクトのマネジメント経験
を活かし，研究成果を広く社会に還元することを⽬指す．

＜研究開発プログラム案の概要＞
⼈体を精巧にモデル化した「バイオニックヒューマ
ノイド」の開発により、定量的・倫理的な研究開
発・評価⼿法と匠の技の再現を実現し、広範な産業
に⾰命を起こす。

バイオニックヒューマノイド
・⽣体計測に基づいて⼈体の特性を再現し、内蔵するセン
サによりモデルに対する影響や操作を記録・評価
スマートアーム
・匠の技を⾼度に再現する⾼精度のロボットアーム

・計測、加⼯、材料、ロボットの世界トップ研究者を結集
して技術的障壁を突破

・⼈や動物が被験者となる製品評価をバイオニック
ヒューマノイドに置き換えるという定量的・倫理的
アプローチにより、広範な産業⾰命を実現する。

・製造業や医療産業など匠の技術が必要とされる分野の
教育・訓練・評価・技術伝承を実現する。

「バイオニックヒューマノイドが拓く新産業⾰命」
ImPACTプログラム・マネージャー

Kanako HARADA

＜期待される産業や社会へのインパクト＞

製造業 医療 福祉

匠の技術の伝承（教育・訓練・評価）

超精密熟練ﾏﾆﾋﾟｭﾚｰｼｮﾝ カスタムメイド製品設計

柔軟素材の⽴体加⼯

スマートアーム

バイオニック
ヒューマノイドバイオニック

ヒューマノイド
訓練

安全性評価

⽣体特性計測，柔軟⼈⼯材料の⽴体造形，超精密知的ロボット制御

精巧モデルによる安全性評価
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プロフィール
20年間以上にわたり、移動、広域、センサー⽤無線通信の研
究開発、標準化、実⽤化に従事。取得国内特許は200件以上。
国際標準化IEEE 802、1900内の4つの委員会において議⻑、副
議⻑として活躍し、800件以上の技術提案を⾏う。特にスマー
トメータ⽤無線機の国際規格IEEE 802.15.4gでは副議⻑として、
通信システムWi‐SUNを提案。Wi‐SUNは次世代スマートメータ
⽤国内無線通信規格として約1億台のメーターをもつ全国電⼒
会社に採⽤

＜研究開発プログラム構想の概要＞
現状のビッグデータ規模を遙かに凌ぐ「超ビッグ
データ」プラットフォームにより、新たな社会応⽤
としてファクトリセキュリティ（ＦＳ）とヒューマ
ンセキュリティ（ＨＳ）の実現に挑戦する。

・広域無線通信ネットワーク技術と超⾼速ビッグデータ
処理技術の融合による超ビッグデータ収集解析プラッ
トフォームの構築

・機器の稼働や通信ログをセンシングし異常検知/リスク
回避を⾏うＦＳ、公的既存データと⽣活⾏動等連続計
測データの複合解析を⾏い予⾒先⼿によりリスクを管
理するＨＳへの展開

ＦＳ（リアルタイム監視、サ
イバーテロの検知）とＨＳ
（⼈の判断や⾏動の⽀援、医
療/コンサル等の⽣活⽀援）に
関するアプリケーションによ
り、社会の持続的繁栄を実現
する。

ImPACTプログラム・マネージャー

Hiroshi HARADA

＜期待される産業や社会へのインパクト＞

ファクトリセキュリティ（ＦＳ）
・機器の稼働状態･通信ログ等のセンシング
・異常検知/リスク回避アルゴリズム

ファクトリセキュリティ（ＦＳ）
・機器の稼働状態･通信ログ等のセンシング
・異常検知/リスク回避アルゴリズム

ビッグデータ処理エンジン 無線通信ネットワーク

超ビッグデータプラットフォーム

超広域データ収集
超ビッグデータ創出
超広域データ収集
超ビッグデータ創出

超⾼速
ビッグデータ解析
超⾼速
ビッグデータ解析

超ビッグデータ利活⽤超ビッグデータ利活⽤
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ヒューマンセキュリティ（ＨＳ）
・健康･社会リスクに関する公的既存データと連続計測
データ(⽣活⾏動、検査値、気象）の複合解析

・予⾒先⼿によるリスク管理⼿法の確⽴

ヒューマンセキュリティ（ＨＳ）
・健康･社会リスクに関する公的既存データと連続計測
データ(⽣活⾏動、検査値、気象）の複合解析

・予⾒先⼿によるリスク管理⼿法の確⽴

⼯場のIoT化
によって激増する
サイバー攻撃

激増する社会リスク

超⾼齢化
⼈⼝減少
⼀⼈化

ファクトリ
セキュリティ(ＦＳ)
リアルタイム監視、
サイバーテロの検知

ファクトリ
セキュリティ(ＦＳ)
リアルタイム監視、
サイバーテロの検知

社会リスクの排除

「つながる⼯場｣の
安全稼働の保証

⾼い⽣活満⾜度
の実現

超ビッグデータプラットフォーム

ヒューマン
セキュリティ(ＨＳ)
⼈の判断や⾏動の⽀援、
医療/コンサル等の⽣活⽀援

ヒューマン
セキュリティ(ＨＳ)
⼈の判断や⾏動の⽀援、
医療/コンサル等の⽣活⽀援

「超ビッグデータプラットフォームによる
社会リスク撤廃のための⾰新的イノベーション」

現：京都⼤学 教授




